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研究成果の概要（和文）：本研究では、小地域別集計の代表点、基本単位区別集計の代表点、建物点データから作成し
た居住点のデータを用いて、地域施設への道路距離に生じる差異を回帰分析を通じて検証した。秋田県を対象とした分
析の結果、小地域集計からの距離が1km以上であれば基本単位区別集計からの距離を推定できるが、住宅点からの道路
距離で分析した場合、小地域集計での距離は4km以上、基本単位区別集計からの距離でも2km以上の値を示さない限り、
真の距離と近いと思われる住宅点からの距離の推定は困難である、という結論を得た。

研究成果の概要（英文）：In this study, we analyzed the difference between road distances to regional 
facilities from the representative point of small areas, the distances from the point of basic unit 
blocks and the distances from building points through the regression analysis. After the analysis on 
Akita prefecture, we found the following results: 1) the distance over 1km analyzed by using small areas 
correlates with the distance analyzed by using basic unit blocks; 2) the distance less than 4km analyzed 
by using small areas has little correlation with the distance analyzed by using building points; 3) the 
distance less than 2km analyzed by using basic unit blocks has little correlation with the distance 
analyzed by using building points.

研究分野： 都市計画、都市解析

キーワード： 空間集計問題　可変単位地区問題　回帰分析　道路距離　GIS　小地域　基本単位区　国勢調査
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１．研究開始当初の背景
　施設配置分析等では、需要点と供給点との空間的
位置関係、つまり「距離」が重要な指標となる。近
年は、GIS のデットワーク解析ツールなどを用い
て、道路距離を比較的容易に計測する技術が普及し、
様々な分析で用いられている。ただし、こうした分
析で需要点データとしてしばしば用いられている人
口集計データについて、可変単位地区問題の存在は
必ずしも留意されていない現状がある。これらにつ
いて考究した既往研究としては、腰塚らによるメッ
シュデータと国勢調査の調査区データとの乖離を人
口分布の観点から指摘し、さらにメッシュデータを
用いて利用者と施設間の平均距離を算定する場合に
発生する誤差について検証した研究や、降籏らによ
る個々の建物ごとに利用者分布を把握した場合と集
計データを用いる場合とで施設への距離に生じる差
異を検証した研究が挙げられる。

２．研究の目的
　上記の既往研究は「直線距離」で検証したもので
ある。道路距離に着目した詳細な分析は管見では見
当たらない状況であったため、本研究では、道路距
離を用いて、施設配置分析にしばしば用いられる「小
地域集計」、及びより詳細な集計単位である「基本
単位区別集計」についての可変単位地区問題を、「建
物分布（居住点分布）」との比較を通じて検証する
ことを目的とする。

３．研究の方法
　研究は、大きく２つのフェーズに分ける。一つは、
目的を達する上で必要な道路距離解析を行う環境を
整備すること、もう一つは、その環境を活用して可
変単位地区問題について検証すること、である。
　前者を行うために、まずは総務省統計局とゼンリ
ンのデータから、小地域集計、基本単位区別集計、
建物分布のデータを取得した。また、地域施設とし
て、医療施設、公共施設等の情報を、各都道府県の
医療機関検索サービスや国土数値情報公開サイト
を用いて取得した。道路網には、住友電工製DRM
をベースとしたデータを取得した。これらを用い、
ArcGIS のネットワーク解析ツールによって、各人
口集計単位データの人口代表点から施設までの道路

距離データベースを構築した。
　後者を遂行するためには、秋田県をパイロットス
タディの対象地域と設定した。使用データは、総務
省統計局によるH22 国勢調査の小地域集計（小地
域と呼ぶ）及び基本単位区別集計（基本区）、ゼン
リン建物ポイントデータ 2013 版（建物点）、あき
た医療情報ガイド及び隣接県の医療機能検索サービ
スで検索した「内科」「小児科」「産婦人科」「眼科」「整
形外科」「3 次救急」の医療施設データ、ArcGIS 
Data Collection「道路網 2014」とした。建物ポイ
ントデータについては、その「個人の家屋総面積」
で小地域の人口を按分した。また秋田県外の医療施
設も検索対象とし、最寄施設検索結果に反映した。
これらを用いて ArcGIS の Network Analyst ツー
ルを用いて道路距離を計測した。
　回帰分析を行うべく地区単位を揃えるため、基本
単位区別集計と建物ポイントデータによる道路距離
について、それぞれ小地域単位で人口加重平均した
平均道路距離を算出した。それぞれを便宜的に「基
本区距離」「住単位距離」、小地域集計による距離結
果を「小地域距離」と呼ぶ。次章で、小地域距離と
住単位距離（回帰Aと呼ぶ）、基本区距離と住単位
距離（回帰 B）、小地域距離と基本区距離（回帰C）
についての回帰分析結果を考察する。なお、本報告
書では、後者の研究成果を中心に報告する。

４．研究成果
　全科目の結果をプールして行った表１の回帰分析
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図 1　小地域距離と住単位距離の散布図



結果によると、全距離帯ではいずれでも決定係数が
ほぼ 1となる（これだけ表記載なし）が、短距離帯
ほど決定係数が下がる傾向があり、かつ小地域距離
と住単位距離との相関が最も低いことがわかる。距
離帯①では回帰Aも Bも決定係数が低い。距離帯
②では回帰 Bで決定係数が 0.5 を超えるが、回帰
Aでは 0.5 を下回る。いずれも不十分な値で、相関
は低い。距離帯③では、回帰Aで 0.56、回帰 Bで
0.68 の決定係数となり、ともに 1に近づいてきて
いる。回帰 Bの 0.68 は 0.7 に迫る値であるが不十
分で、この距離帯の値を示す小地域距離、基本区距
離からも、住単位距離の推定は困難である。この距
離帯では回帰 Cで 0.7 を超えるが、より詳細に建
物点から見ると当てはまりの良くない結果であり、
ここまでは小地域はおろか基本区でも回帰式の信頼
性が低いと言わざるを得ない。
　距離帯④では回帰 Aで 0.61、回帰 Bで 0.77 と
なり、初めて基本区距離の信頼性が高くなる。さら
には、回帰 Cの決定係数よりも回帰 Bのそれが逆

図２ ３次救急への住単位距離 図３ 住単位距離と小地域距離の差
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転し高くなる。一方、未だ小地域距離の信頼性は高
くない。距離帯⑤では回帰Aで0.74、回帰Bで0.91、
回帰 Cで 0.80 となり、この距離帯で初めて小地域
距離の信頼性が高くなる。距離帯⑥では、いずれの
回帰分析でも決定係数はほぼ 1となる。
　既往研究 3) による神奈川県での分析では、回帰
Cのみの結果から、小地域距離は 1km以上で基本
区距離を推定できるとした。本研究の秋田県でも同
様の結果であるが、住単位距離を基準にした場合、
小地域距離は 4km以上、基本区距離でも 2km以
上の値を示さない限り、住単位距離の推定は困難で
あることが新たに判明した。
　次に、診療科目ごとに見る（表２）。科目ごとの
それぞれの回帰分析は、全距離帯のデータを対象に
行うため、ほとんどのケースで決定係数が 0.95 を
超える高相関の結果となる。ただし、内科に関して
は回帰Aと回帰 Cでわずかに低く、それぞれ 0.88
と 0.90 である。これは、内科が他の診療科よりも
施設数の多い科目であり、道路距離も短距離帯の値



図４ 住単位距離と基本区距離の差 図５ 基本区距離と小地域距離の差

が多いことに起因する。
　最後に、3次救急への住単位距離のアクセシビリ
ティと、各集計単位による距離間の差についてGIS
で図示し、地域傾向を分析する。秋田県は県内に 1
つの 3次救急施設があるのみであり、県外施設の方
が近くなる県境付近の地域を除いて、その施設を中
心としたほぼ同心円状の等距離線図が描かれる（図
２）。回帰分析と同様にそれぞれの距離を図３～５
を参照して比較すると、小地域距離と住単位距離と
の関係（図３）は小地域距離と基本区距離との関係
（図５）に類似しており、山間部ほど差が大きい地
域が多くなる傾向が共通して見える。逆に、基本区
距離と住単位距離との関係（図４）は他よりも図の
濃淡が抑えられ、両者の距離は相対的に近いことが
わかる。これは、回帰分析の結果の差異と同傾向で
ある。ただし、基本区距離と住単位距離との差につ
いては地域的傾向が見えない。
　以上より、本研究で得られた知見は以下のように
まとめられる。すなわち、小地域距離では 4km未

満の距離帯を示す値を得るとき、基本区距離では
2km未満の距離帯を示す値を得るとき、回帰式の
信頼性は高いとは言えない。
　この知見は、あくまで秋田県における研究結果で
あるため、他の地域での分析を経る必要がある。現
在、既に構築した道路距離データベースより、他地
域で行った同様の分析結果を整理中であり、それら
とあわせ、より汎用的な知見とする方向を直近の課
題としている。なお、ここで得られた知見は、小地
域集計による距離計測で、たとえばコンビニや内科
施設といった、比較的施設数が多いものを対象とし
た施設アクセシビリティ・施設配置研究を行う上で、
距離値の信頼性確保が必要であることを示す貴重な
研究成果といえる。これらを施設配置研究にどのよ
うに生かすか、その方法を検討することも、本研究
で残された課題である。
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表２　診療科目ごとの
回帰分析（全距離帯の

値を対象に）

表１　距離帯別の回帰分析
（全診療科目を対象に）

す影響 :-- 神奈川県の小地域を対象にして，日
本建築学会計画系論文集，第 75 巻 第 658 号，
pp.3011-3019，2010
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